別紙様式
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：土木費　項：都市計画費　目：都市公園費
	事業名: 養老公園維持管理費（維持補修費以外）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　都市建築部　街路公園課　公園担当　電話番号：058-272-1111（内3777）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11667@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：4,916千円（前年度予算額：4,962千円）
	事業内容


	１　事業の内容


　養老公園はサクラ、モミジ、アカマツの名所となっており、平成１２年には岐阜市本郷町のケヤキ並木や高山市の飛騨国分寺のイチョウなどとともに養老公園のアカマツ林が県の「大気環境木のある風景１０選」に選定されている。
　しかし、近年のマツクイムシによるマツの枯損が全国的な問題となっている中、養老公園のアカマツについても相当な被害を受けている。養老公園の歴史的景観のひとつであるアカマツ林を守るため、枯損したアカマツの伐採処分により、公園内の枯損の拡大防止に努める。
	２　所要経費


　（１）公園内樹木の松食い虫防除等　　　継続（4,650千円）
経費内容　樹木伐採　　　　 38本
　　　経費内訳　伐採処分費　　4,650千円
　（２）公園施設に必要な土地の借上料等　継続（  266千円）

　　　経費内容　土地の借上料　　  1式
　　　経費内訳　土地の借上料　  266千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅳ－１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る

　・水や大気などの自然環境に関する啓発、教育を進め、自然環境の保全に関する県民意識を高め、良好な環境を維持します。
	２　これまでの取組状況


　養老公園内において、マツクイムシ被害にあったアカマツの周辺樹木への被害拡大を抑制するとともに、枯損したアカマツによる倒木や枝落下などの園内事故を未然に防止するため、毎年４０本程度の枯損したアカマツの伐採処分を進めている。
	３　これまでの取組に対する評価


　マツクイムシ被害にあったアカマツを、ピーク時には年に１３５本もの伐採処分を行う必要があったが、最近では年に４０本程度まで被害木を減少させることができ、本事業による被害抑制効果が出始めている。また、枯損したアカマツによる倒木や枝落下などから来園者を守り、園内事故を未然に防止することができた。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	4,962
	0
	0
	0
	0
	0
	264
	0
	4,698

	要求額
	4,916
	0
	0
	0
	0
	0
	218
	0
	4,698

	決定額
	4,916
	0
	0
	0
	0
	0
	218
	0
	4,698


